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開議 午前１０時００分 

 

◎開議の宣告 

○委員長（阿部祐一君） おはようございます。 

  これから決算審査特別委員会を開会します。ただいまの出席委員は１１人です。定足数に

達していますので、会議は成立しました。 

  これから本日の会議を開きます。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎認定第１号の質疑 

○委員長（阿部祐一君） これより議事に入ります。 

  本委員会に付託されました認定第１号 令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定に

ついて、認定第２号 令和３年度住田町国民健康保険特別会計歳入歳出決算の認定について、

認定第３号 令和３年度住田町介護保険特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第４号 

令和３年度住田町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算の認定について、認定第５号 令和

３年度住田町簡易水道事業会計決算の認定について、認定第６号 令和３年度住田町下水道

事業会計決算の認定についての順番に審査し、その後、各会計決算全部について総括質疑を

行います。 

  質疑に先立ち、お願いがございます。 

  発言の際には、決算書のページ、款項目及び節区分を示し、住田町議会会議規則第５５条

にのっとり、質疑の回数は３回以内に、また慣例により３項目以内にとどめるよう御協力を

お願いいたします。 

  これから、認定第１号 令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算の認定についての審査を

行います。 

  歳入、歳出の順序で審査をします。 

  ６ページ、一般会計歳入歳出決算書から、３４ページ、歳入、１３款使用料及び手数料ま

での質疑を行います。 

  発言を許します。 

  ２番、荻原勝君。 
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○２番（荻原 勝君） おはようございます。 

  １点伺います。 

  決算書の２８ページ、１０款地方交付税について。令和３年度一般会計の歳入総額は５７

億４，５４７万円です。前年度より１億８，５０１万円、３．１２％減額です。それに対し、

地方交付税は２９億１，４２９万円、前年度より２億６，１７４万円、９．８６％も増額に

なっています。歳入全体に占める地方交付税の割合も４４．７％から５０．７％に６ポイン

ト上昇しました。その要因を伺います。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） それでは、荻原委員の御質問にお答えいたします。 

  普通交付税につきましては、令和３年度に国の補正が可決、昨年度しておりまして、内容

は新型コロナウイルス感染症の拡大防止ｗｉｔｈコロナ禍での社会経済活動の再開などに加

えまして、地方交付税交付金も追加計上されたところです。 

  普通交付税の増額交付に対応いたしましては、令和３年度に限って基準財政需要額の品目

に、臨時経済対策費といいますと、あとは臨時財政対策債の償還基金費という二つが創設さ

れております。 

  金額につきましては、臨時経済対策費が５，９６２万２，０００円、臨時財政対策債の償

還基金費が３，０７５万１，０００円で、合わせて９，２５６万３，０００円が追加交付さ

れたところです。 

  また、国の令和３年度地方財政基金におきましては、前年度から５．１％の伸びもあった

ことから、普通交付税につきましては、合わせて２億４，０００万ほど増額となっておりま

すし、特別交付税につきましても、２，１５０万円増加したということになってございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 今言われたような内容ですけども、今後このような傾向というか、は

当分続くんでしょうか。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 先ほど申しましたけれども、３年度限りということでござい

ますので、４年度について今のところ情報入ってございませんが、これからも国等の動向に

注意しながらしていきたいと思っております。 

  以上でございます。 
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○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  １番、水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） １点お伺いいたします。 

  一般会計歳入の自主財源という観点から。 

〔発言する人あり〕 

○１番（水野正勝君） ページは歳入の自主財源に関わることに関しまして質問なんですが、

よろしいでしょうか。 

  住田町が将来も住田町として存在していけるようにするためには、持続可能な自立ある行

政運営をしていく必要と考えます。そのためには自主財源ですとか、自主財源の確保や増収

は重要なテーマと考えます。改めまして、令和３年度、町としてどのように自主財源の確保

に努められてきたのかお伺いいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 令和３年度におきましてもそうなんですが、ふるさと納税等

で寄附金いただきまして、そういったもので自主財源確保なってございますし、企業版ふる

さと納税というところもございますので、そういったところで少し増加になっているという

ところが、当課のほうでは捉えております。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 予算書の２６ページから２７ページに関わってですが、６款法人事業

税の交付金に関わってお尋ねをいたします。 

  県からの法人事業税の交付金ということなわけですが、当初予算は４５０万円でした。決

算を見ますと、１．５倍のまず６９４万と増額になっているわけですが、この増額の要因と

今後の見通しというのはどういうことかお尋ねをいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 村上委員の御質問にお答えします。 

  法人事業税の交付金につきましては、県のほうで法人事業税の収入額に対しまして、３年

度は７．７％乗じ得た額を市町村に従業員数で案分して交付されるものでございます。それ

は、令和３年度でいきますと、法人税割は３分の２、従業員数が３分の１ということで交付

されてございまして、令和２年度につきましては、法人税の収入額に３．４％乗じておりま
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すので、その分が結果的に多くなったのかなというふうに捉えております。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 分かりました。県の法人事業税に関わっての交付金ということなわけ

ですが、今見ますと従業員数割もあるということでございますので、企業誘致のことがいろ

いろ言われるわけですけども、新たな企業誘致が難しい中では、この町民税とかあるいは法

人事業税の交付金を増やすためには、既存の企業の成長を促す施策が必要なんだろうという

ふうに考えますが、これ大きな施策でございますから、町長はいかに考えてるでしょうか。

お尋ねいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 町長、神田謙一君。 

○町長（神田謙一君） 村上委員おっしゃるとおりでして、やはり既存の企業含めて、より力

強く成長するような形の中で取組を、行政として、共にやれる部分は一緒に取り組んでいく

というふうに考えております。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ４番、佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） 予算書の１１ページから１３ページの不用額についてお伺いいたし

ます。 

  特に不用額の有無が民生費になっておるわけなんですけども、この不用額とその予算に対

しての取扱いがどうなっているのか、その不用額、衛生費も若干不用額が多いんですが、そ

の辺どういうふうに予算を執行したのかお伺いいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの佐々木議員御質問のことについてお答えします。 

  民生費と衛生費の不用額が多いという部分についてでございますが、民生費に関しまして

は給付費の部分がありますので、見込みがなかなか立たない部分でもあります。不足になら

ないようにというところで予算措置をして、予算を措置した額よりも３年度については大幅

に御利用されなかったというような状況になっております。 

  また、衛生費の部分につきましては、新型コロナウイルス感染症対策の費用等も含みでや

ってまして、ワクチン接種の部分で先が見えない部分もございましたので、その点について

不用額が出たというふうに捉えております。 

  以上です。 
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○委員長（阿部祐一君） 佐々木信一君。 

○４番（佐々木信一君） もう一つ、農林費の額も３，７００万と多くなっておるわけなんで

すけども、その部分に関してはどういうふうな予算執行をしたのかお伺いいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 農林業費の中で不用額が多いというお話でございましたけども、

このうちの大半が畜産競争力強化整備事業費補助金という繰越明許費でやった事業があった

わけですが、この繰越明許費の部分は差額部分はそのまま不用額として残るという財政の整

理になっておりますので、不用額２，７２１万５，３９０円の部分の不用額の部分はその大

半がその繰越明許費の部分ということになります。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  これで、歳入、１３款使用料及び手数料までの質疑を終わります。 

  次に、３４ページ、歳入、１４款国庫支出金から、６３ページ、令和３年度住田町一般会

計税及び税外滞納繰越分明細書までの質疑を行います。 

  発言を許します。 

  １番、水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 予算書の５５ページになります。 

  雑収入の町民課ＣＤ販売代金１，０００円についてお伺いいたします。こちらのＣＤとい

うのは、もともと在庫があるものだったのか、それとも、新たに販売したというようなもの

なのか、内訳ですとか、詳細をお伺いできればと思います。 

  ２点目は、同じページの間もなく下なんですが、運動公園掲出広告料についてお伺いいた

します。私も以前こちらの広告のことに関しまして、特別委員会のほうで発言させていただ

きました。昨年度の決算書が７８万１，２５０円に対しまして、令和３年度が１２５万円と

いうことで、約５０万円増額になっているような、と捉えております。こちらの増額になっ

た要因ですとか、内訳詳細等御紹介願えればと思います。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） それでは私のほうから１点目の町民課のＣＤ販売についてお

答えいたします。 

  こちらにつきましては、在庫がまだございまして、いつにつくったかちょっと定かではな
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いんですけれども、こちら２枚を販売しておりまして、１枚５００円で販売してございます

ので、そういった経緯でございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 教育次長、多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） 私からは運動公園の掲示の広告料についてお答え申し上げます。 

  運動公園の広告料につきましては、現在２５社、年額で５万円ですので、総額で１２５万

円を、令和３年度につきましては頂戴しております。令和２年度につきましては、新型コロ

ナウイルス感染の関係もございまして、減額しておりました。それで、昨年度は満額頂戴し

たわけでございます。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） では、１点目の町民課ＣＤなんですけれども、在庫が過去つくられた

ものあるということなんですけども、どのぐらいの量が在庫としてあるものなのかお伺いい

たします。大量にあるものなのか、１００枚ですとか、１，０００枚ですとか、そういった

ようなものなのか伺います。 

  ２点目に関しましては、これは広告を上げていただく事業者さんが増えたとかっていうこ

とではなく、金額の変更による本来の額に戻ったというような解釈でよろしいでしょうか。 

○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうからＣＤ販売の件ですけれども、在庫につきまして

は、すみません、詳細は把握してないんですけれども、ただ年間に売れる枚数がごく、なか

った年もあれば、今回のように２枚という形もあるので、そういった積極的にＰＲしてると

いうわけではないんですが、いずれ在庫のほうは、大量にあるという認識はございません。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 多田裕一君。 

○教育次長（多田裕一君） 委員、おっしゃるとおりでございます。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） そのＣＤに関しまして、大量な在庫が抱えられてるというわけではな

いと思うんですが、ただ在庫を残しておくというような方向性で考えてられるのか。やはり、

在庫というのは一般的に考えて売り切るというような、一般的な解釈があるかと思うんです
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が、今後、その在庫の処分といいますか、販売ということで、どのように今後取り組まれて

いかれるのか、最後お尋ねします。 

○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 当課のほうでは、ＣＤ販売あとは館内の図面とか販売してご

ざいますけれども、そういったＣＤの今後の在庫を売り切るとか、そういったものはちょっ

と私的、個人的な話になって申し訳ないんですけども、数枚程度は記録的な部分で保存、あ

とは機会あるごとに、例えば住田会とかそういったところで積極的に在庫、在庫というと失

礼ですけども、そういった部分を売りさばいていきたいなというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） １点伺います。 

  決算書の一般会計税及び税外滞納繰越分明細書の中の、６１ページ、地域情報通信基盤施

設の収入未済額について伺います。 

  地域情報通信基盤施設の収入未済額は、平成２２年から大体１万円台で推移しておりまし

た。令和元年度も１万６，４５０円、大体二人分ぐらい、年間の二人分ぐらいだったのが、

令和２年になると１３万９００円、大体年間で１０人分ぐらい。令和３年には２２万９，６

００円、１６人分になります。累積で５６万２，１５０円にまで増えています。 

  気になる事態だと考えますが、当局の御見解を伺いたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 地域情報通信の使用料の未納の件ですけれども、平成元年度

まではＮＴＴの料金と一緒に回収代行という形で納付していただいておりました。それが、

令和２年度からプロバイダーとか自由に選べるという形で、光コラボレーションというのが

可能になりまして、ＮＴＴであれば、フレッツ光のユーザーであれば把握できるんですけど

も、様々なユーザーでありますとなかなかそれがちょっと全部集めるのはちょっと不可能だ

ということで、従来の回収代行が困難になったために、現在役場の発行する納付書または口

座振替をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 料金体系や支払方法などに変更があったというようなことだと思いま
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す。新型コロナウイルス感染症の影響とか、時期的にないんでしょうか。 

○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 確かに未納の方々のその状況、個別にというか、全部把握し

ておりませんけれども、新型コロナウイルスによって仕事が減って、収入が減ったとか、そ

ういう方も実際にございます。事情が様々でございますので、今後も未納者にリンク訪問し

ながら、また相談等受けながら、そういったところを未納の解消に努めてまいりたいという

ふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） ２点お伺いいたします。 

  決算書の４８、４９ページになりますが、１６款の財産収入の３目の基金運用収入に関わ

ってお尋ねをいたします。ここの基金運用収入を見ますと、令和２年度には財政調整基金約

６５５万でした。令和３年度は１８２万円と３分の１以下になっております。また、減災基

金の収入ですが、令和２年度は逆に３２万であったのが、令和３年度は５４万と１．６倍に

増えております。これらの理由、要因というのはまず何なのかお尋ねをいたします。 

  それから、次に６３ページの滞納繰越分の明細についてお伺いいたしますが、６３ページ

の一番下になります。補助金の返還金ということで、令和２年度において１，３５８万４，

２８０円が発生をしておりますが、これは何の事業の返還金なのか、返還になった理由は何

なのかお尋ねをいたします。 

  以上、２点です。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 村上委員の基金運用の収入についてというところでございま

すけれども、確かに財政調整基金、令和２年度につきましては６５０万ほどございまして、

今回１８０万ほどとなってございますけれども、これは債券運用とか本町でしておりまして、

そういった満期が来て、昨年度はそこで高い利率のものをやったために、利子が多く入って

きてございます。今回は通常どおりといいますか、そのいい商品がずっとあるわけではござ

いませんので、そういった運用で今回結果的に１８０万ほどとなってございます。 

  ただし、令和元年度につきましても、財政調整基金の運用収益につきましては１５０万ほ

どですので、そのときは若干上がっているというような形になってございます。減災基金に
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ついても同様な形で、時々の債券運用に伴って増額なったり、やや低くなったりするという

傾向がございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 林政課長、菊田賢一君。 

○林政課長（菊田賢一君） 私のほうから補助金返還金についてお答えをいたします。 

  補助金返還分につきましては、旧木工団地２事業体、三陸木材とさんりくランバー、こち

らの国庫補助のまだ耐用年数が残っている部分がございましたので、その合わせた金額でご

ざいます。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） それでは、基金の運用についてお伺いいたしますが、大分県の国東市、

３万人くらいの市ですけども、大体規模的には面積は住田町と同じくらいなんですが、そち

らのほうの基金の運用のほうを若干見てみたんですが、私どもの基金の全体の総額は約６０

億です。そのうちの財政調整基金が２４億、減債基金が８億８，０００万と、そういうふう

な形になってるんですが、この国東市の運用の仕方を見ますと、ホームページのほうにも年

次別の資金の調達方法とか、あるいは運用戦略というものが年度ごとにホームページでも公

開をしております。結果的に、この国東市というのは非常に運用が立派だといいますか、他

の自治体をぬきんでております。大いにこれは参考にして、結局自主財源をいかに獲得をす

るかという意味では、この６０億をいかにうまく運用するかに私はかかってるんだと思いま

す。 

  いろいろ先ほどふるさと納税とか、そういうのもありますけども、この６０億、例えば個

別の基金で見るのではなくて、全体の６０億の中で短期的に必要な部分は何かと、長期に運

用していいものはどれぐらいかというものをやはり考えるべきなんだと思います。今までの

運用方法がどうであったのかお尋ねいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 副町長、横澤孝君。 

○副町長（横澤 孝君） 私からお答えしたいと思いますが、町の財産、町民の皆様の財産で

ありますので、基金の運用は原則安定性でございます。元本をきちんと確保できるのが、ま

ず絶対条件であります。その中でいかに運用していくかということでございますが、そうい

う節も安全性の高いものと、信用性の高いもの、保証の高いものを選びながら、現在運用し

ているところでございます。 
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○委員長（阿部祐一君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） いずれですね、国東市のように年度別の資金調達と運用戦略を公開で

きるぐらいのものでなければ、やっぱり私はいけないんだろうと思います。 

  副町長が言う安全性、信用性を第一にと考える、これは当たり前のことでございます。ど

この自治体でもそれは第一に考えるわけですから、次のステップとして戦略性を持って、ど

ういうふうに運用するか、これによってかなり差が出てきます。収入があれば、それだけ住

民福祉に回せるわけですので、ぜひその辺はきちっとした体制で臨んでいただきたいと思い

ます。 

  副町長、もう一度。 

○委員長（阿部祐一君） 副町長、横澤孝君。 

○副町長（横澤 孝君） それにつきましても、先ほど企画財政課長も申したとおり、運用益

をにらみながら、安全性の高いものも今運用してますので、たまたま運用益の高いものの償

還の時期が重なるか、重ならないかで運用益の額が決算上異なります。今後も運用益と安全

性を担保しながら行っていきたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 決算書では３６ページ、３７ページ、国庫支出金の国庫補助金の民

生費の関係で、従来の児童手当にプラスしてこのコロナ禍において、子育て世帯への生活支

援の特別給付金が補助金として交付なっておりました。 

  合わせて４１ページの県支出金の民生費の県負担金の中でも、児童手当負担並びに４３ペ

ージの児童福祉補助金の中で子育て世帯生活支援特別給付金がコロナの影響で交付になって

いるわけです。コロナ禍で親御さんや子育て環境が大変収入が減ったり、環境が変わったり

ということで、この特別給付金が交付されたわけでありますけども、現在新型コロナウイル

スの感染症分類の見直し等がなった場合に、これらの特別給付金の制度がどのように運用さ

れるか見通しが立たない状態であります。 

  今年度、４年度についても引き続き特別給付金があるわけですが、以降の状況等の子育て

に関わる給付金の動向をどのように捉えているかお伺いします。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 委員おっしゃるとおり、３年度、４年度については国、県か

らの制度が来ておりますけれども、５年度以降については情報が今入っていない状況でござ
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います。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） そうしますと、これから子育て世帯の給与、収入が経済的な状況で

引き上げられたり、そういった状況が改善されている見込みがあればよろしいわけですけど

も、現状の子育て世帯の暮らしぶりを見るとこの特別給付金が既得権並みに家庭の生活の中

で定着してきているのではないかというようなことを考えると、５年度以降の子育て世帯の

支援というものを国や県の補助金がなければ、町単独でも考えていかなければならないとい

うような状況ではないかと思うんですけども、その辺の考えをお聞かせください。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 委員おっしゃるとおりの部分はあると思いますので、これか

らの動向を見極めながら、検討してまいりたいと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  これで、歳入、１４款国庫支出金から令和３年度住田町一般会計税及び税外滞納繰越分明

細書までの質疑を終わります。 

  次に、歳出について審査します。 

  ６６ページ、歳出、１款議会費から、９０ページ、２款総務費までの質疑を行います。 

  発言を許します。 

  １番、水野正勝君。 

  ○１番（水野正勝君） ３点お伺いいたします。 

  まず、第１点は、決算書７１ページ、総務費の１２節、庁舎太陽光発電設備保守点検委託

料についてお伺いいたします。こちらはどのような周期間隔で設備保守点検がなされている

ものなのか、毎年行われているものなのか、その辺り、現状の詳細を伺いたいと思います。 

  ２点目は、予算執行実績報告書の９ページであります。２款企画費の共同推進事業の中の

みんなでできる町づくり事業補助金についてお伺いいたします。こちら先の報道で、来年度

からは新規の募集を行わないというような報道だったかと思います。改めて、令和３年度で

行われたこの町づくり事業費補助金をどのように振り返り、また現状、事業者さんの取組具

合ですとか、この補助による事業の成果ですとか、その辺りどのように町として評価されて

いるかお伺いいたします。 
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  ３点目は、同じく実績報告書の１０ページになります。こちらも同じく企画費の関係人口

創出事業についてお伺いいたします。こちらもまだ始まった新規事業というような位置づけ

で捉えさせていただいておりますが、現状、取組状況ですとか、取り組まれている関係者の

方々の状況ですとか、その辺り、町の見解を確認させていただきたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは１点目の太陽光発電の関係でございます。 

  こちらの太陽光発電につきましては、庁舎に備付けのものでございます。ここに計上して

ある金額でございますが、これは毎年の保守点検料ということになります。ただ、年ごとに

部品交換とかありますので、金額の若干の変動はございます。これからも毎年１回、点検を

していくという部分でございます。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私からは２点目のみんなでできる町づくり補助金の町として

の成果という見解ですけれども、このみんなでできる町づくり事業補助金は、平成２０年度

から施行してございまして、平成２１年４月に一部改正して現在に至っております。 

  様々な団体がやっぱり地域活動というところで、その様々な要件を満たしながら、構成し

てございますけれども、やっぱり地域づくりのキーはやっぱり地域の皆さんだというふうに

感じてございますので、今までの形では令和３年度では終えるような形でさせていただいて

おりますけれども、令和５年度以降につきましては、総合計画の中間見直し等によりまして、

ちょっとそのところ検討してまいりたいというふうに考えてございます。 

  ３点目の関係人口の件につきましてですけれども、町のほうでは今現在、ワークデザイン

ラボさんというところに委託して、実施してございます。町内の人材確保というところで、

町の商工会青年部と連携した事業に向けて協議を複数回行ってございまして、この間も８月

上旬に津田塾大学来た際にも、その前段で町内の方々とワークデザインラボさんとの意見交

換を行いまして、今後に向けた取組をしているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） では、１点目と３点目について再質問させていただきます。 

  １点目、この庁舎にあります太陽光発電設備の点検はまず毎年、ランニングコストとして

かかるものがあるというようなお話だと思います。まず、この太陽光ということで、全般に
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わたる考え方といいますか、捉え方の話にちょっとかかってくるんですけれども、やはり今

いろいろと太陽光発電の様々な問題もあるようで、議論が一部であるかと思うんですが、太

陽光発電というのは採算性でいったときに電力生み出す、そしてその生み出すための設備だ

ったり、こういった保守点検でまずランニングコストもかかるということなんですが、改め

てそういったこの発電の仕組みを町として、その捉え方として、採算性でいった場合にはプ

ラスになるといいますか、黒字といいますか、そういった形で捉えられているものなのか、

またそういったものではなくて、この環境に配慮したというような考え方だったり、そうい

った採算性のところはまた別な観点でというような位置づけで取り組まれているのか、その

辺りの町の見解を改めてお尋ねできればと思います。 

  ３点目に関しましては、関係人口の創出事業ということで、まずなかなか目に見えるよう

な成果ですとか、結果というのは非常に難しい分野の取組だというふうに私ももちろん思っ

ております。ですが、なかなか金額も、決して小さい金額じゃないのかなということで例年

見ております。改めて、この成果を出していくため、こういった関係人口の創出による町の

発展、人口に関わる部分というような成果を望んでいくときに、今後どのような課題ですと

かテーマが現状あるのか、その辺り町の見解を伺いたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 町民生活課長、鈴木絹子君。 

○町民生活課長（鈴木絹子君） 私のほうからは太陽光パネルについての採算性についてお答

えいたします。 

  採算性については、ちょっと詳しく検討段階であるんですけれども、採算性よりも今の時

代として脱炭素地球温暖化対策ということで、最重要課題として再生可能エネルギーという

ことが挙げてございますので、それに向けたものと考えております。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私からは関係人口についてのお答えをいたします。 

  関係人口は本町への人の流れを創出するために、様々人口創出のプログラムとか支援も行

ってございます。そういった関係団体と一緒になって、何が課題かというところ一緒に今年

度振り返りながら、新たなプログラム開発とかモニターの受入れとか、そういったところを

行って、できれば町と一緒にそういったことを進めていきながら、そういった中間団体にな

りますけれども、そういう支援団体を支援していけたらなというふうに思っております。 

  なにせ、やっぱり一番は人材ですね。町内における人材がこういったことに興味を持って
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もらえるように、もっとＰＲをしていきながら、そういったところを課題だと思いますので、

どんどんＰＲして、どんどん町外の方々と町内の方々でいろいろな意見交換をできるような、

活気あるようなところにしていきたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） ３点伺います。 

  実績報告書の９ページ、２の１の６企画費の中の共同推進事業の中の住民活動支援交付金

１，７００万５，０００円について伺います。これは交付件数２件ということで１，７００

万ということなので、どこに幾らずつ、どういう団体に交付しているのか伺います。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

〔発言する人あり〕 

○２番（荻原 勝君） あと２点目です。２点目は１０ページ、空き家対策事業３３９万１，

７０２円について伺います。施策の効果等のところに、空き家バンクの運営、物件登録１２

件、相談対応５１件というふうに書いてあります。この中で成約は何件なのか、伺いたいと

思います。 

  それから３点目、１１ページ、２の１の１０地域情報通信推進費の中の備品購入１，０３

９万４，０７６円について伺います。効果的な放送のための備品購入ということなんですが、

１，０００万円を超えてますんで、どんな商品を買ったのか、伺いたいと思います。 

  以上、３点伺います。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私は１点のほうですけれども、住民活動支援交付金というこ

とで、交付団体ですけれども、一般社団法人のＳＵＭＩＣＡのほうに４７万５，０００円、

あとは一般社団法人地域人材支援財団のほうに１，６５３万円という形で２件交付してござ

います。 

  ２点目の空き家バンクについてですけれども、成約した件数ですけれども、こちらは４件

というふうになってございます。 

  あとは、地域情報通信の備品購入ですけれども、こちらは住田テレビのスタジオでござい

ます。そちらのほうで対応年数超えた部分の備品を購入したものとあとは自主放送設備とい

うことで、カメラ２台購入したもので、これに１，０３９万という形になってございます。
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やはり、これを購入することで、安定した取材とか、あとそういった制作とかができるよう

になったということで、効果はそれなりにあったというふうに捉えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） それでは、２点目と３点目について伺います。 

  成約４件ということです。空き家バンクの運営ということで４件ということですが、この

空き家バンクの運営の要因というか、人員体制はどのような体制なのか、また委託している

としたらどこに委託しているのか、またその委託先がいろんなことをやっているとしたら、

様々な業務をこなしてもらっているということになるのか、について伺いたいと思います。 

  それから、３点目について、住田テレビの中でカメラが２台導入、新しいものが導入され

て、大変役立っているということなんですが、その辺が視聴者、テレビを見ている視聴者に

ついてはどういうふうに役に立っているのか、について伺いたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） それでは、１点目の空き家バンクの人員体制ですけれども、

今現在職員が一人、０．５人分程度の部分を関わってございますし、あとは邑サポートさん

のほうに委託してございます。そちらは１名での対応という形と捉えてございます。邑サポ

ートにつきましては、確かに令和２年度辺りから様々な町の委託業務に関わってございまし

て、住田高校魅力化支援事業とか、様々広く活動していただいてございます。 

  うちのほうの空き家バンクにつきましても、そういったかぶらないように、こちらのほう

が本業ということで、うちのほうでは捉えてますので、そういった形で支障がないような形

で委託契約を結んでおりますので、そういった対応でやってございます。 

  あと住田テレビのほうの視聴者目線からはどうだということですけれども、役立っている

かということですけれども、こちらは安定した取材とか制作を機材で行うことで、これを整

備したことによって、通常どおりの番組を提供してございますので、支障なく皆さんに御覧

いただいているのかなというふうに捉えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） ２点目についてだけ３回目の質問をいたします。 

  空き家対策事業や空き家全般について、役場の中では部署横断的な業務になるんではない

かと思います。どこが取りまとめてやっているのか伺いたいと思います。 
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○委員長（阿部祐一君） 横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 空き家対策につきましては、様々名称がそのとおり、当課の

ほうでは空き家バンクとか空き家活用とかありますので、うちのほうでは移住とかそういっ

た部分の方々に定住を促すような形でお住まいを提供するような形で事業を進めてございま

す。 

  あとは町民生活課のほうであれば、例えば空き家であれば廃屋といいますか、そういった

環境面のほうからそういったことで考えられるのかなとございますし、あとは建設課のほう

ではリフォーム補助金とかそういった部分での活用で、空き家という形があるかと思います

けれども、そういったふうに横断的に取り組んでいるところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 実績表の９ページです。一番上になりますが、２款１項１目一般管理

費の中の人事評価制度支援業務委託１８３万７，０００円に関わってお尋ねいたします。 

  先週も人事評価につきましては議論させていただきましたが、この効果、施策の効果を見

ますと、評価者、被評価者ともに負担軽減を図るとともに、現行制度よりも適正、公平、公

正に評価できる制度を構築することができたとあります。現行制度よりもというふうなこと

の適正、公平、公正がどのような形で新しくといいますか、よい点になっているのかお尋ね

をいたします。 

  ２点目です。次のページですが、１０ページ実績表の真ん中辺になりますが、２款１項６

目の企画費の仕事・学びの場創出事業に関わって、これはこの工事の設計の業務委託をした

ということで、７８０万ほどのわけですが、先日私現場に行って見てまいりました。そこで、

若干御指摘をさせてもらってるんですが、今現在基礎工事が盛んに行われているわけですが、

満蔵寺側のほうの、結局体験宿泊棟２棟と展示棟１棟を満蔵寺のほうの境界線のほうに建て

るわけですが、現在桜の木２本とそれからほかのもう１本が共有地の中にあって、基礎工事

をやってる方々のほうにも聞いてるんですが、これを先に切らないと、今の段階で切らない

と、実際に建物が建ってしまったら大変だと、私も見てますがあれです、もう朽ちて折れそ

うなものもあります。実際に、これ建ってしまったら大変なお金がかかりますので、この辺

はぜひ早急に補正予算なり、あるいはこれは見てどうしようもないというのであれば、専決

処分でもいいと思いますが、ぜひ対応していただきたいというふうに考えます。 
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  それから、その下のふるさと納税の促進事業に関わってですけれども、前にも提案をさせ

ていただいたことがあるんですが、ふるさと納税の返礼品について、定住自立圏構想の中で

連携をして取組分野に入ってるわけですが、大船渡市と住田町なわけですけども、この大船

渡市の魚介類と住田町の肉類とか、その辺のいいところを詰め合わせのセットにしたものと

ぜひこの定住自立圏の構想の中で実現をしていただきたいと思いますがいかがでしょうか。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは１点目の人事評価制度についてでございます。 

  当町におきましては、県内の市町村の中でも先進的に制度を取り入れて実施してきたとい

うふうな実績がございます。その間、小規模な制度の部分の改善しか行っておりませんでし

たが、令和３年度に制度の再構築をしたものでございます。制度の再構築は専門家の知見を

入れながら、職員の考え方を入れながら、制度のほうを設計し、本格的に令和４年度から、

今年度から実施しているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私は２点目の仕事・学びのところの桜の木の件についてお答

えをいたします。 

  確かに村上委員おっしゃるとおり、私も現地を確認してございました。そうすると手前の

ほうの体験滞在棟のほうに、単管等が、もう足場といいますか、そういったのでちょっと組

まさっていた状態で、大変大きい桜の木でございましたので、枝とかがすごく支障になって

いるなというふうに感じたところでございます。再度、そういったところを専門といいます

か、専門的知識といいますか、そういった桜の状態とかそういったことを総合的に含めまし

て、早期に対応できる部分はしていきたいというふうに考えてございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私のほうからは３点目のふるさと納税にかかる返礼品の関係に

ついてお答えをしたいと思っております。 

  返礼品につきましては、住田のふるさと納税の返礼品の数が少ないとか、バリエーション

が少ないとかっていうような御指摘は以前からもいただいているところでございますので、

今年、令和４年度にはふるさと納税の返礼品の数を増やしていこうという取組を現在進めて

いるところでございますので、そういった中で先ほど委員さんがおっしゃいましたように、
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定住自立圏構想の一環として、大船渡市さんとの物産の交流みたいな部分も一つの有効な策

ではあるかとも、御意見であるかと思いますので、そういった部分も含めて検討をして、返

礼品を増やしていく取組をしていきたいなというふうに思っておりますし、あとは合わせま

して目玉となるようなものも、なかなか住田の現在の返礼品には少ないというようなお話も

いただいておりますので、これにつきましては中長期的な取組になりますが、新しい新規事

業のそういった基礎調査からやって、町の返礼品の目玉となるようなものを探し出していく

と、つくり出していくというような取組にも取り組んで、現在いるところでございますので、

これからの取組ということになろうかと思っております。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 人事評価制度については適正、公平、公正な部分がどういうふうにな

ったかというふうなこと、ちょっと答弁になかったわけですが、もう一度それはお聞きした

いと思いますし、問題は人事評価という最終的に結果が出てくるわけですが、その結果が職

員の能力開発とか、あるいは意欲の向上につながるようなものでなければあまり意味がない

といいますか、効果を十分に発揮しないと思います。そういう結果が今後どのように反映す

るように能力開発、あるいは意欲の向上にどのようにつなげていく考えなのか、お尋ねをい

たします。 

  それから、仕事・学びの支障木についてですが、これは副町長もぜひ現場をすぐ見たほう

がいいですよ。そうすると、すぐ結論が出ますので、今の段階であれば、基礎の段階ですか

ら、まだ何とかなります。その点を早めにやらないと建ってしまってからでは、何百万とい

うお金が必要になってきます。万が一そのまま、切らないでおいた場合に何が生じるかとい

うと、屋根とかあるいは雨どいも詰まってしまいますし、桜ですからね。台風が来たときに、

今枯れている枝なんかもありますから、それがもう落ちてしまいますので、大変なことにな

ります。保障問題にもなりますので、ぜひ早急に副町長も現場を見て、担当課長と結論を出

していただきたいというふうに思います。 

  ふるさと納税につきましては分かりました。いずれ定住自立圏の実績も上げていかなけれ

ばならないと思いますので、そういう連携の実績を積み重ねていただきたいということです

し、これから目玉を考えていくということでぜひその辺は進めていただきたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） ここで６番、村上薫委員の再質問に対して答弁を保留し、暫時休憩

します。 
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休憩 午前１１時００分 

 

再開 午前１１時１０分 

 

○委員長（阿部祐一君） 再開します。 

  休憩前に保留いたしました６番、村上薫委員の再質問に対する答弁を求めます。 

  総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） １点目の人事評価制度についてでございます。 

  どのような効果があったのかという部分でございますけれども、施策の効果等に書いてあ

る部分にもございますが、適正、公平、公正という部分に効果があったと考えてございます。

この中でも公平性、この部分はより適切に評価ができるようになったのかなということで考

えてございます。 

  この公平性の確保のために制度の研修を実施してございますし、評価者の研修を実施して

ございます。それから、目標の立て方の研修、まだやってはございませんが、今年度末には

評価の適正会議というふうな部分を経まして、より適正に、公平に、評価ができるというこ

とになったと考えてございます。 

  その結果をどのような形に生かしていくかという部分でございます。村上委員、おっしゃ

るとおり、職員の意欲、能力の部分に生かしていくということになりますけれども、この制

度の目的は人材育成でございます。職員の人材育成を図りながら、職員が住民福祉により向

上により貢献できるようにという部分が最終的な目標になるのではないかなと考えていると

ころでございます。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 農政課長、佐々木光彦君。 

○農政課長（佐々木光彦君） 私のほうからは、ふるさと納税の返礼品の関係でお答えをした

いと思います。 

  いずれ返礼品につきましては、町内産のものというのを大前提として現在取組をしている

わけですけども、委員おっしゃいましたとおり、その定住自立圏との連携といった部分も視

野に入れながら、返礼品の増といった部分に取り組んでいきたいというふうに考えていると

ころでございます。 
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○委員長（阿部祐一君） 副町長、横澤孝君。 

○副町長（横澤 孝君） 私のほうからは２点目の件についてお答えしたいと思います。 

  村上委員おっしゃるとおり、桜のいろんなことについては、私も経験してありますので、

心配はそのとおりだと思います。そのとおりだと思いますので、先ほど企画財政課長もお答

えしましたが、まずは私も現地へ行きたいと思ってましたので、現地を見て、状況を確認し

て、どうしたらいいかを考えたいと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 決算書の７１ページ、総務費の一般管理費の中での備考欄に、委託

料の中の最後に機密書類の処理委託料というのが計上になっております。ややも、私議員に

なって機密書類の処理というのを初めて見たような気がいたしまして、町情勢を施行するに

当たっても、機密書類というのがあるのだなというところを認識したわけでありますが、委

託処理の方法はどのような形で行ったものなのか、確認させていただきます。 

  それから、負担金補助金交付金のところでの定住自立圏の連携事業負担金が計上になって

るわけでありますが、６番議員からはふるさと納税を定住自立圏の大船渡市との連携、それ

らのことで取り上げていただいたわけですけども、この大船渡市と定住自立圏構想を樹立し

てから、その後この連携事業で具体的に取り組まれている内容のものがあれば、あるいは当

初の構想の見直しを含めて、取り組んでいる点があればお伺いします。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは１点目の機密書類の処理委託料の関係でございます。 

  機密書類でございますが、主には個人情報というふうなことになります。個人情報を漏え

いすることがないように、その書類を処理するという部分でございます。今まではシュレッ

ダーを使いました業務委託をしておりましたが、令和３年度から溶解、溶かす処理というこ

とで、業者委託をしているところでございます。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 私のほうから２点目の定住自立圏の連携負担金の件でお答え

いたしますが、大船渡市とは令和２年度から定住自立圏共生ビジョン策定いたしまして、取

り組んでございます。その中で事業、それぞれ二十数事業あったと思いますけれども、その
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中で具体的にといいますとちょっと全部網羅して、把握しているわけではございませんで、

それぞれの課で、それぞれが大船渡市の部分の事業の担当者と関わりを持って、共同で取り

組んでございます。 

  当課に担ってる部分であれば、結婚支援とかであれば、そういった部分で一緒に合同開催

というところを、大船渡結婚支援センターと取り組んでございますし、あとＩＣにつきまし

ても、そういった部分で情報交換しながら進めていっているところでございます。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 機密書類の処理の関係でありますが、従来より公文書の管理規定と

いうものがあったものと思うんです。それで、最近情勢や自治体での文書管理や業務の施行

に当たっての不正事項も散見されていることから、このことは注意しながら取り組まなけれ

ばならない事項なんだろうなというふうに感じております。合わせて、こういった不祥事の

ところを最近はマスメディアも注目しながら地方情勢に関わる自治体に入り込んでいるとい

うような状況もありますんで、こうした個人情報の処理、公文書の管理というものは十分配

慮しながら取り組まなければならないだろうと思いますんで、この際、この機密書類の処理

と合わせて、その取組の考えをお聞かせください。 

  定住自立圏構想については、４項目の二十数項目にわたって連携事業の構想は策定されて

おりました。そこで、住民福祉の立場からこれまで大船渡市との連携を図ってきたものでは、

広域の消防組合、あるいは環境衛生組合というのがこれまで従来から取り組まれてきた事業

でありますし、住田町民が大船渡市の施設を利用している部分では、火葬場等のことがある

わけであります。そうした改めて定住自立圏の構想をやりながら、住田の住民にとって、利

益が得られるような形で進められているかという部分を点検しながら、進める必要があるだ

ろうなと、せっかくこの定住自立圏というものを確立するために取り組んでおりますんで、

そうした部分を大船渡市と当局の間で点検やら、次のステップに向けての対応する機会が設

けられているか、それぞれ共通するところは各課で取り組んでいるという答弁でありました

けども、再度その辺のところを確認させていただきます。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） 私からは１点目の機密情報の管理の部分でございます。 

  機密情報、特にも個人情報につきましては、委員おっしゃるとおり、厳正に管理をしてい

かなければいけないんだろうなと考えているところでございます。本町の個人情報の管理に
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つきましては、規定等に基づきまして、適切に処理しているものと認識をしているところで

ございますが、随時その辺も点検しながらやっていきたいということで考えてございます。 

  個人情報に関する不祥事の事例等も散見されてございます。そのたびごとに、課長等会議

で職員に注意を促しているところでございます。また、個人情報の管理につきましては、庁

舎内に持ち出すことなく、適正に処理しているものと考えてございます。情報につきまして

は、ＵＳＢは各課長が直接管理し、職員に勤務時間内に貸し出すというふうな形も取ってご

ざいます。各システムのパソコンにつきましては、それぞれ個人認証等の部分も強化してい

るものでございます。何よりも大切なのは職員個々の意識かなと思いますので、その辺を徹

底していきたいと考えてございます。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 定住自立圏の関係ですけれども、現在、今までですけど、令

和２年度からビジョン策定しておるんですけども、そういった懇話会というのが実施される

べきだったんですが、新型コロナでここ２年間は開催されずにおりました。ただ、今回、５

月に、令和３年度の実績ということで、そういった懇話会が開催されまして、そういった中

で様々な委員の方々から御意見をいただいているところです。 

  あとは令和４年度につきましても、その取組について大船渡市と住田町で新たに取り組む

ということを確認し合ってございますので、そういった今年度の、４年度に取り組んだ部分

をまた来年２月にまた懇話会が開催されますので、そのいったところで実績等々を確認しな

がら進めて、また次年度にということでステップアップしていきたいなと考えてございます

ので、今後ともそういった形で進めていきたいと思います。 

  以上でございます。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 総務課長からは文書管理合わせてこれからのデジタル電算化に向け

ての対応についてまで答えていただきましたんで、よろしくお願いしたい。 

  それから、定住自立圏の構想の件では、いずれ懇話会で中心にしながら、共通課題を確認

していくということであります。ささいなことかもしれませんけども、例えば、火葬場の使

用料の件ですが、陸前高田市と大船渡市と住田町民が利用する場合に、若干差があって、町

民の中から定住自立圏で大船渡と連携してるのに、高田の利用に比べて大船渡市民より高い

使用料を支払うというのは、ささいな事項なんですけども、そういう町民からの具体的な声
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も上がっておりますので、町民の福祉と大船渡自立圏と福祉教育経済含めて一緒にまちづく

りを取り組もうという関係ではそういった町民の利用の身近なものから改善して、理解を求

めていく取組が必要と思われるわけでありますが、いかがでしょうか。 

○委員長（阿部祐一君） 企画財政課長、横澤広幸君。 

○企画財政課長（横澤広幸君） 定住自立圏構想の部分では、そういった火葬事業というのが

メニューに多分なかったかと思いますけれども、そういったことも含めまして、別の機会を

捉えまして、そういった御意見につきましては、検討していきたいと思っておりますし、あ

とは自立圏構想につきましても、その中にあったメニューについては、随時関係各課と連携

取りながら進めて、そういった声を拾いながらやっていきたいというふうに考えてございま

す。 

私からは以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  これで、歳出、１款議会費から２款総務費までの質疑を終わります。 

  次に、９０ページ、歳出、３款民生費から、１１４ページ、歳出、４款衛生費までの質疑

を行います。 

  発言を許します。 

  １番、水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） １点お伺いいたします。 

  実績報告書の１８ページ、一番上のところになります。健康教育事業の中の集団健康教育

健康チャレンジ事業に関しまして、お伺いいたします。 

  こちらは、令和３年度より新規で事業化されたということでありますが、こちらの取組の

内容ですとか、どのような目的で行われていたものなのか、確認をさせていただきます。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの健康チャレンジ事業の事業内容等について御説明

させていただきたいと思います。 

  健康チャレンジ事業については、参加者を募集して、そのときには１８名の方に参加をし

ていただいて、それを４回実施したという中身になっております。内容につきましては、ま

ず初めに自分の体を知るというところで、体組成計に乗っていただいて、自分の健康状態で

あるとか、筋肉量を把握します。その後、数回あるわけですけども、最後の４回目にどれぐ

らいが成果が出たとかいうような評価をしながら、自分の体の見える化というところで、や
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っているところです。やはり、健康意識の醸成というところもございますし、それをやるこ

とによって、ウオーキングをしたりだとか、そういうことを始めた方もいらっしゃるという

ふうに聞いております。事業については、そういった内容で進めさせていただいているとい

うところでございます。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 事業の内容、説明をいただきました。 

  参加された方が１７名の方ということでありますが、参加されている方々の感想といいま

すか、取り組んだ中での成果ですとか、そのような参加者の状況をどのように振り返りなさ

れているか、また今後の課題ですとか、今後の展望、町としてどのようにお考えか伺いたい

と思います。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの参加された方の取組の効果という部分ですが、参

加された方については、引き続き自分の健康管理をしていただいているというところであり

ます。 

  あと、令和４年度につきましても、健康チャレンジ事業を実施しておりますので、現在も

参加された方、ちょっと人数までは今確認はしてませんが、十数名の方がいらっしゃるわけ

ですけども、そういった中で事業は継続してやっているというところになります。 

  やはり、今後の課題と展望というところですけども、基本的には健康は自分の体は自分で

守るという意識が必要だと思ってます。そういう意識醸成を図るというところでなかなか

個々入ってくところは難しいかもしれませんが、町民の皆さん一人一人の意識啓発にはまた

努めていきたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 水野正勝君。 

○１番（水野正勝君） 私も以前、健康セルフサポート事業ということで、企業ですとか、そ

ういった各業界で独自に取り組まれているものを町でも住民を対象に行ってはどうかという

ような提案をさせていただいたこれまでの経緯もあります。引き続き、私としましてもやは

り非常にこれは有意義で、とてもいい事業だというふうに位置づけさせていただいておりま

す。 

  ただ、いかんせんまだ参加者がまだまだちょっと振るっていないのかなという、正直個人
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的な感想もありますので、まずはこういった取組を町として始められたという情報発信です

とか、住民への周知、認知を少しでもいただいて、御希望の方いらっしゃればどんどん活用

していただく、事業に参加していただく、こういったような方向性がやはり今必要なのかな

と捉えております。 

  そのようなところを申し述べさせていただきまして、この件に関しては終わります。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 町民への情報発信というところですけども、当課としても引

き続き情報発信をしながら、多くの方々に事業に参加していただけるように取り組んでまい

りたいというふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ２番、荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 決算書の１０４ページ、１０５ページ、４款衛生費４億５，７０４万

４０６円、衛生費全般について伺いたいと思います。新型コロナ感染症予防に関するこの人

も物も入ってると思いますので伺います。３点伺います。 

  その中の１点目、衛生費について伺います。１点目はコロナ陽性者が自宅療養期間を終え

たのちに、自宅待機の指示が保健所は解除、町は家族の中に療養機期間者がいれば濃厚接触

者として解除せずと異なっていますが、その理由は何か伺いたいと思います。 

  それから、２点目は、実績報告書の１６ページ、４－１－１保健衛生総務費の保健医療介

護連携体制構築事業費補助金１，１２２万１，６８７円について伺います。ここは訪問看護

ステーションすみちゃんのところだと思いますが、すみちゃんは今現在、３人体制で約６０

人を訪問しているんだそうです。ただし、キャパシティーとしては、この３人で１００人ぐ

らい見れるんじゃないかなというふうに伺ってます。このキャパシティーに向かって訪問の

人数を上げていくために、どういうふうに取り組んだらいいか、町内ではすみちゃんがあっ

てよかったという住民の話も聞いております。今後どう取り組んでいくか、お考えを伺いた

いと思います。 

  それから３点目、２１ページ、４－２－１じんかい処理費、１億１，１４０万８，０００

円について伺います。大船渡地区環境衛生組合負担金などについて伺いたいと思います。新

型コロナ療養期間を終了した方のごみの出し方について、様々な告知もテレビ等でしてると

思いますが、再度確認したいと思います。 
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  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 私のほうからは新型コロナの部分の陽性者の療養期間、自宅

待機期間の違いというところでございますが、自宅療養期間につきましては、新型コロナウ

イルス感染症の陽性になった方については、１０日間が７日間になりました。それから、無

症状の方については、７日間から５日間に変更になったというところでございます。 

  町としては、町の職員の場合においては、やはり感染者がいる場合につきましては、その

期間、同様に休んでいただきたいというふうにお願いはしているところです。あと、一般の

企業さんにつきましては、そのとおり国のほうの指針に基づいて、対応されているというふ

うに聞いておるところです。 

  それから、２点目の訪問看護ステーションの部分の今後の展望というところでございます

が、訪問看護ステーションにつきましては、利用される場合については、医師の指示書とい

うものが必要になってきております。医師の指示書がなければ、訪問看護ステーションを利

用することができませんので、やはり一つは医師の指示書を書いていただけるようにうまく

連携をしていくというところが１点あるでしょうし、今後につきましては、やはり町内だけ

ではなく、近隣の市町村までエリアを広げるというところを今検討されているというような

お話を聞いているところです。 

  それから、コロナ陽性待機期間終わった後のごみの捨て方につきましては、基本的には袋

の中にマスクであるとか、感染された方が排出したごみについては、きちっと閉めていただ

いて、密閉していただいて、捨てていただくというふうになっております。これについても、

何回かチラシ等でお知らせしておりますので、また機会を捉えながらお知らせをしていくと

いうふうになっております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） では、１点目について、新型コロナ感染症予防について大きく捉えて

お伺いしたいと思います。新型コロナ対応マニュアルの中に、役場の分散勤務体制というよ

うなものがあったように思いますが、令和３年度ぐらいからあまりそのことを聞かなくなっ

たように思います。どのような理由から、どのように変更されてきているのか伺いたいと思

います。 

  それから２点目についてです。先ほどもお答えの中で、お医者さんと連携してやっていく
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んだというようなお話もありましたが、すみちゃんと連携している訪問診療をしてくださる

お医者さんは、有住地区については遠野から、世田米地区については大船渡や高田から現在

来ていただいているそうです。町内での医師の確保が重要と思いますが、どうお考えでしょ

うか。 

  以上、２点伺います。 

○委員長（阿部祐一君） 総務課長、山田研君。 

○総務課長（山田 研君） コロナ陽性者発生の関係の職員の分散勤務についてお答えをした

いと思います。 

  町のほうでは、発生段階ごとの対応基準というのを作成してございます。以前は町内発生、

職員発生、これにつきましては分散勤務ということで実施をしてございます。この基準を見

直しまして、現在は職員発生が原則分散勤務ということで、原則という部分を入れてござい

ます。この原則という部分、入れた部分におきましては、抗原検査等の検査が町においても、

役場においても実施できるようになりましたので、その対応の基準を見直して、現在に至っ

ているというところでございます。 

  以上であります。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 今現在の医師確保の対策の状況というところで御説明いたし

ます。 

  医師の確保につきましては、８月に行われた岩手県に対する要望についてでも、医師確保

という部分についてお願いしているところです。また、機会を捉えて医療局であるとか、関

係のある医師の方々とお会いして、医師の確保に努めているところです。 

  現状では以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 荻原勝君。 

○２番（荻原 勝君） 今のすみちゃんとお医者さんの件についてだけ３回目を伺いたいと思

います。 

  すみちゃんの効率化のために町内での医師を確保するというためには、例えば決算書の１

０７ページの市町村医師養成事業負担金、これが４１万８，２６７円というようなものがあ

ります。こういうものはどういうふうに医師確保に役立っているのか、伺いたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの委員御質問の市町村医師養成事業の件についてお
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答えします。 

  市町村医師養成事業につきましては、県内の３３市町村がお金を出し合って、医師を養成

して、確保していくという目的として行われているものです。その中でも、やはりこの負担

金を出すことによって、県内で医師確保されるというところが最大の目的ですので、その部

分につきましては昨年度ですと、この奨学金を１４名の方が借りられているというところに

なってますし、やはり医師養成につきましては多額の費用がかかりますので、そういう部分

では非常に医師になりやすいというか、目指している方が医師になれるような状況を市町村

としても支援をしているというような状況になっております。いずれ、医師は徐々にではご

ざいますが、県内の医師のほうは少しずつ増えていると県のほうから聞いているところです。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ６番、村上薫君。 

○６番（村上 薫君） １点だけお伺いします。 

  実績表の１６ページですが、４款１項１目の保健衛生総務費の未来かなえ機構に関わって

お尋ねをします。 

  ２０８万ほど負担金としてお支払いをしてるわけですけれども、まずは現在住田町の登録

者数２，３２２人ということですので、５，０００人ぐらいで割ると加入率は４６．４％と

５０％に近くなっているかなというふうに思いますが、いずれ効果を上げていくためには２

市１町での登録者数というのを増やしていかなければいけないんですが、それぞれ大船渡市、

陸前高田市ではどの程度の登録率になっているのか。それから、２０代、３０代の加入率と

いうのも大事になるわけですが、大体どのような形に、町内ではなっているのかお尋ねいた

します。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） 未来かなえネットへの加入の状況についてお答えいたします。 

  一つは、今現在というか、３月３１日現在の数値になりますが、大船渡市でいくと登録者

数は５，３５０人になっております。それから陸前高田市が３，５８６名という形になって

おります。加入率につきましては、大船渡市が１５．８％、陸前高田市が１９．７％という

ような状況になっているところです。 

  あと、その加入している方の年齢層につきましては、数字としては捉えておりませんが、

できれば２０代、３０代の方につきましても、いろいろな支援はしておりますが、産科オン
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ラインであるとか、小児科オンラインであるとか、そういう部分を含めながら若い方の加入

も促進しながら、未来かなえネットのほうに加入していただいている対応はしているところ

です。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 村上薫君。 

○６番（村上 薫君） 分かりました。いずれ住田町は５０％に近くまできてるということで

すが、なかなか２市のほうはまだ２０％までいってないというところが課題かなと。このか

なえ機構のシステムそのものネットをうまく活用していくためには、やはりこれこそ定住自

立圏じゃありませんが、もう少し２市１町のほうで上げていくということの努力がやっぱり

必要なんだろうというふうに思います。 

  先ほど、保健福祉課長のほうから答弁がありましたが、私はその一番この点で大事になっ

てくるのは２０代、３０代の方々の加入率を上げる方法だと思うんですね。今は、ラインで

登録してれば、小児科のオンライン、産婦人科のオンラインが使えるわけです、無料で。こ

れは、先生にラインを使って御相談できますので、無料で、その辺の利便性なり、メリット

ですかね、もう少し若い人たちを対象に絞った形で周知をしていただければ、より効果的な

未来かなえネットの運用の効果を上げることができるのじゃないかなというふうに思います。

一つはそういう若い人たちへの周知とか、その辺の利点をもう少し広めていただきたいこと

と、それから住田町では私どものほうの有住地区と世田米地区ということで、有住地区は中

部医療圏、遠野であるとか北上、花巻のほうの病院のほうにも結構かかってるわけですが、

現在は中部地区の医療圏の施設の加入率というのは、加入はどの程度に進んでいるのかお尋

ねいたします。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ただいまの村上委員の御質問についてお答えしたと思います。 

  ２０代、３０代の方の加入につきましては、小児科、産科オンラインの部分につきまして

は、産科の部分ですと妊娠届をされたときにうちのほうの保健師のほうからこういうのある

のでお使いくださいというような形を説明させていただいてますし、また小児科オンライン

の部分につきましては、出生届の際には御紹介してます。あとは、各種乳児健診とか１歳６

か月健診とか、そういう健診もございますので、そういう機会を捉えながら皆さんにＰＲを

しているというような状況になっております。 

  それから、中部圏の加入施設の部分についてでございますが、遠野市ですと県立遠野病院
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とか何件かの、率としてはちょっと私、今手元に資料がございませんので何％ということは

お答えできかねますけども、やはり加入率を増やすというところもございますが、加入する

施設のほうも数を増やしながら、相互の理解を得て、より有意義なシステムに、ネットワー

クの構築というところは図っていかなければならないものだなというふうに感じているとこ

ろです。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

  ５番、佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） ２点ですけども、一つは１０７ページの保健衛生総務費の中での委

託料の中に妊産婦乳幼児健康診査の委託料が計上になっております。それから、実績表の中

では１７ページに母子保健事業のことが詳細あるわけですけども、最近産婦人科が県内でも

少なくなってきているというようなことで、母子保健というのはうちのほうのように医療機

関の少ないところでも大事な保健事業であることからお伺いしますが、この実績表の中でい

ーはとーぶシステムを活用し、病院と連携を図りながらというふうになっておるわけであり

ますが、妊産婦乳幼児の健診管理母子保健事業にどのような形で取り組んでいるのかお伺い

します。 

  二つ目は、１０９ページの中のやはり委託料の中に、がん検診受診勧奨業務委託料が計上

になっておりまして、実績表の１８ページに健康診査事業の特にがんの検診の状況が示され

ております。前立腺、胃がん、大腸がん、肺がん、子宮頸がん、乳がんとあるわけですけど

も、最近私の周りの中で困っているのがすい臓がんの発見が突然になって、かなり末期状態

になっているというふうな事例がすい臓がんの発生によってあるわけですけども、すい臓が

んについての対応のことがあれば、所見をお伺いしたいと思います。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） それでは２点、御質問についてお答えしたいと思います。 

  １点目です。いーはとーぶとの連携というところですけども、いーはとーぶにつきまして

は、岩手県全域で岩手県の各市町村及び産科のある県立病院とつながっているシステムでご

ざいます。その中で、やはりいーはとーぶを使いながら、届出をしたときに登録をさせてい

ただいて、その後、出生した場合とか、産婦さんが出産して帰られるときの情報を町のほう

にいただくというようなシステムで、お互いに医療機関と町として連携をしながら、ちょっ

とこの人少し手をかけてあげなければならないねとか、育児に不安があるようですよという
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ようなことを病院のほうから情報をいただき、町のほうとしてもその方たちに訪問をして、

訪問をした状況について、またいーはとーぶでお答えをするというような状況で、お互いに

連携をしながらやっているというような部分でございます。 

  もう１点目のすい臓がんの部分につきましては、なかなか検診の部分では、すい臓がん検

診というところはやってないのは、なかなかそれを見つけることが集団検診等々では難しい

という部分があろうかというふうに思います。確かにすい臓がんが発見されると、余命の部

分につきましてはかなり短い部分だというふうにお聞きしているところですが、そういうと

ころにつきましては医療機関の先生方たちとか、様々なところと協力しながら、もし発見さ

れてもお望みになられるような余命の過ごし方というふうなのもありますので、そういうこ

とを町のほうでバックアップできたらなというふうに思っているところです。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） 佐々木春一君。 

○５番（佐々木春一君） 妊産婦乳幼児の健診の関係で、いーはとーぶシステムを活用しなが

ら病院との連携と。身近なところでは、県立大船渡病院と住田診療所との連携で、産婦人科

の出張による診療も行われておるようですけれども、その辺のところ、患者さんとの情報と

か共有でスムーズに、あるいは利用が出張のときに健診含めて診療が行われるような体制の

取組を取られているかと。あるいは保健師さんが戸別訪問する場合に当たってのそういう医

師、病院との連携の情報の取り方をどのように行われているかという部分でお伺いします。 

  すい臓がんについては、難しい部分があるというようなことで、医療機関との個々の方々

が体調の管理の中で御相談しながら、精密検査をしながら対応しなければならないのかなと

いうことを改めて感じたところでありますが、機会ありましたらいずれすい臓がんの対応の

マニュアル等も示していただければありがたいなと思いますので、お願いしたい。 

  以上の点、お願いします。 

○委員長（阿部祐一君） 保健福祉課長、千葉英彦君。 

○保健福祉課長（千葉英彦君） ２点ほどの御質問についてお答えします。 

  １点目ですが、大船渡病院と住田地域診療センターとの連携という部分でございます。大

船渡病院からは診療センターには月に２回小児科の先生が出張の診療をしていただいている

ところです。その部分につきましては、医療機関同士、同じ県立病院ですので、そのシステ

ム上つながって情報は連携されているというところになっております。 

  それから、患者さん、連携という部分でございますが、医療機関というよりは気仙２市１
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町の関係機関と月１回母子連絡会という会議を開催しているところです。その中で小児科の

先生であるとか、産科の先生が参加されていらっしゃいますので、そこの中で情報共有され

てますし、町内でちょっと処遇が難しいようなケースにつきましては、その場においてドク

ターの先生から指示をいただくというような形を取っているところです。 

  ２点目のすい臓がんに対するマニュアルというところでございますが、私たちもなかなか

その分につきましては勉強不足でございますが、マニュアル等あれば、つくっていければな

と思いますが、専門性の高い部分ですので、そういうところ状況見ながらの対応になろうか

というふうに思っております。 

  以上です。 

○委員長（阿部祐一君） ほかにございませんか。 

 これで、歳出、３款民生費から４款衛生費までの質疑を終わります。 

  これで、令和３年度住田町一般会計歳入歳出決算、歳入１款から歳出４款までの質疑を終

わります。 

 

──────────────────────────────────────────── 

 

◎散会の宣告 

○委員長（阿部祐一君） お諮りします。 

  本日の会議はこれで散会したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と言う人あり〕 

○委員長（阿部祐一君） 異議なしと認めます。 

  したがって、本日はこれで散会することに決定しました。 

  本日は、これで散会します。 

  御苦労さまでした。 

 

散会 午前１１時５７分 


